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第1部
体験の非共有性はいかに乗り越えられるか

第2章
開いた傷口に向き合う

あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
聴
い
て
継
承
し
よ
う
と
い
う
行
為
も
ま
た
危
険
に
満
ち
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
わ
た
し
は
、
継
承

に
お
い
て
二
次
受
傷
を
ま
っ
た
く
回
避
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
し
、
共
感
や
継
承
は
こ
う
し
た
受
傷
を
あ
る
程
度
引
き

受
け
る
、
つ
ま
り
ト
ラ
ウ
マ
を
共
有
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
て
い
る
（
田
中
・
松
嶋
、
二
〇
一
九
）。
わ
た
し
た
ち
に

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
二
次
受
傷
の
危
険
を
で
き
る
だ
け
避
け
な
が
ら
も
他
者
の
声
を
聴
く
と
い
う
実
践
で
あ
り
、
そ
れ

を
可
能
に
す
る
場
所
で
あ
る
。

本
論
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
当
時
の
ド
イ
ツ
の
占
領
地
域
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
と
い
う
歴
史
的
経
験
の
継
承
問
題

を
取
り
上
げ
る
。
具
体
的
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
南
西
に
位
置
す
る
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
お
け
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
（
シ
ョ

ア
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
虐
殺
）
を
め
ぐ
る
継
承
の
取
り
組
み
を
考
察
す
る
。
ま
ず
、
調
査
地
で
あ
る
ア
ウ

シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
つ
い
て
紹
介
し
、
つ
ぎ
に
犠
牲
者
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
例
と
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
教
育
に
言
及
す
る
。
そ

の
あ
と
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
拠
点
と
す
る
「
対
話
と
祈
り
セ
ン
タ
ー
」
の
試
み
を
検
討
す
る
。

二
〇
一
四
年
秋
と
二
〇
一
五
年
夏
と
冬
に
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
二
〜
三
週
間
滞
在
し
、
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
っ
た）

3
（

。
ま
た
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
開
催
さ
れ
た
催
し
や
サ
マ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
参
加
し
た
。
本
論
は
そ
の
際
の
調

査
に
基
づ
い
て
い
る
。
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灰
が
一
面
に
降
り
そ
そ
い
だ
町
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ

概　

略

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
（A

uschw
itz

、
ポ
ー
ラ
ン
ド
名
オ
シ
フ
ィ
エ
ン
チ
ム
、O

św
ięcim

）
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
南
西
部
に
位
置
す

る
町
で
あ
る
。
観
光
地
と
し
て
も
有
名
な
古
都
、
ク
ラ
ク
フ
（K

raków

）
か
ら
南
西
に
お
よ
そ
五
〇
キ
ロ
、
人
口
は
お
よ
そ

三
万
八
〇
〇
〇
人
（
二
〇
一
八
年
末
）、
広
さ
は
三
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
城
と
教
会
、
広
場
が
あ
り
、
典
型
的
な

は
じ
め
に

戦
争
や
虐
殺
の
経
験
を
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
は
、
た
し
か
に
同
じ
「
あ
や
ま
ち
」
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
必
要
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
言
明
や
実
践
に
陥
穽
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
本
論
で
は
、「
犠
牲
者
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

（victim
hood nationalism

）」（L
im

, 2007

）
を
取
り
上
げ
、
経
験
の
継
承
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

犠
牲
者
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
国
家
や
民
族
の
被
害
体
験
あ
る
い
は
ト
ラ
ウ
マ
体
験
を
核
と
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
一

形
態
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
過
去
の
体
験
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
人
び
と
の
加
害
者
へ
の
敵
対
心
を
煽
り
、
民
族
、
地
域
集

団
な
ど
の
統
合
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
文
化
の
特
異
性
や
過
去
の
英
雄
を
強
調
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
区
別
さ
れ

る
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
長
く
植
民
地
支
配
下
に
あ
っ
た
新
興
の
独
立
国
家
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
ト
ラ
ウ
マ
体
験
の
流
用

が
顕
著
で
あ
る
。
犠
牲
者
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
か
つ
て
の
敵
に
対
す
る
憎
悪
の
炎
を
消
さ

な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
犠
牲
者
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
あ
っ
て
は
、
戦
争
や
民
族
浄
化
と
い
っ
た
出
来
事
が
、
他
者
を

排
除
す
る
た
め
の
、
し
た
が
っ
て
さ
ら
な
る
戦
争
や
民
族
浄
化
、
贖
罪
的
な
暴
力
（redem

ptive violence

）
を
正
当
化
す
る
よ

う
な
考
え
や
動
き
を
再
生
産
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
犠
牲
者
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
、
複
雑
な
背
景
や
交
錯
す

る
敵
対
関
係
は
単
純
化
さ
れ
、
過
去
の
経
験
は
わ
た
し
た
ち
（
正
し
い
人
）
と
彼
ら
（
邪
悪
な
人
）
と
い
う
二
項
対
立
で
説

明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る）

1
（

。
加
え
て
、
過
去
の
経
験
の
継
承
は
、
心
理
的
に
も
社
会
的
に
も
き
わ
め
て
複
雑
な
実
践
で
あ
る
が
、

こ
の
点
も
犠
牲
者
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
は
十
分
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
以
下
で
は
、
複
雑
さ
の
例
と

し
て
「
ト
ラ
ウ
マ
の
二
次
受
傷
（secondary traum

atization

）」
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。

ト
ラ
ウ
マ
の
二
次
受
傷
と
は
、
直
接
ト
ラ
ウ
マ
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
経
験
に
触
れ
て
い
な
く
て
も
、
語
り
や
遺
品
な
ど

を
通
じ
て
、
P 

T 

S 

D
（Post T

raum
atic S

tress D
isorder

、
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
と
一
般
に
診
断
さ
れ
る
よ
う
な
心
身

へ
の
異
常
が
生
じ
る
こ
と
を
示
す）

2
（

。
忘
れ
去
り
た
い
当
時
の
体
験
を
想
起
し
語
る
こ
と
自
体
き
わ
め
て
勇
気
の
あ
る
行
為
で
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第1部
体験の非共有性はいかに乗り越えられるか

第2章
開いた傷口に向き合う

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
町
で
あ
る
（
図
1
、
地
図
1
）。
し
か
し
、
町
の
南
西
お
よ
そ
五
キ
ロ
に
位
置
し
て
い
た
収
容
所
が
こ
の
町
を

国
際
的
に
著
名
に
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ド
イ
ツ
は
一
九
三
九
年
九
月
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻
し
、
翌
年
に
相
次
い
で
ふ
た
つ
の
収
容
所
（
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
ビ

ル
ケ
ナ
ウ
）
を
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
建
設
し
た
。
当
時
の
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
人
口
一
万
二
〇
〇
〇
人
で
、
半
分
以
上

が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
。
五
月
に
で
き
た
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
第
一
収
容
所
に
は
一
万
二
〇
〇
〇
〜
二
万
人
、
そ
こ
か
ら
お

よ
そ
北
西
に
三
キ
ロ
離
れ
た
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
（B

irkenau

、
ポ
ー
ラ
ン
ド
名
ブ
ジ
ェ
ジ
ン
カ
、B

rzezinka

）
に
一
〇
月
に
完
成
し
た

ビ
ル
ケ
ナ
ウ
（
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
第
二
収
容
所
）
に
は
、
多
い
と
き
で
九
万
人
が
収
容
さ
れ
て
い
た
。
第
一
収
容
所
は
、
も

と
も
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
陸
軍
の
兵
舎
で
あ
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
に
よ
る
占
領
後
は
ソ
ビ
エ
ト
兵
の
捕
虜
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
政
治

犯
、
そ
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
だ
け
で
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
ユ
ダ
ヤ
人
が
収
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
は
、
一
般
に
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
＝
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
収
容
所
（
独
：D

as K
onzentrationslager A

uschw
itz-B

irkenau

あ
る

い
はK

L
 A

uschw
itz-B

irkenau

）
と
一
括
さ
れ
、
現
在
、
両
者
と
も
国
立
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
・
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
博
物
館
（T

he 

A
uschw

itz-B
irkenau S

tate M
useum

）
と
な
っ
て
、
政
府
の
管
理
下
に
あ
る
。

町
の
五
キ
ロ
ほ
ど
東
側
に
は
、
一
九
四
二
年
一
〇
月
に
建
設
さ
れ
た
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
（
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
第
三
収
容
所
、

M
onow

itz

、
ポ
ー
ラ
ン
ド
名
モ
ノ
ビ
ツ
ェ
、M

onow
ice

）
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
解
放
直
前
に
一
万
四
〇
〇
〇
人
が
収
容
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
は
正
式
に
は
労
働
収
容
所
（A

rbeitslager

）
で
、
収
容
者
た
ち
は
近
く
の
工
場
で
働
か
さ
れ
て
い
た
。
現
在
収

容
所
を
思
わ
せ
る
も
の
は
、
十
字
路
に
整
備
さ
れ
た
道
路
や
ト
ー
チ
カ
跡
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
近

隣
の
工
場
地
区
は
今
も
残
っ
て
い
て
広
大
な
産
業
地
区
と
な
っ
て
い
る
（S

tenning et al., 2008

）。

こ
れ
ら
三
つ
の
収
容
所
以
外
に
も
町
の
郊
外
に
は
四
五
の
サ
ブ
キ
ャ
ン
プ
が
散
在
し
て
い
て
、
収
容
者
は
農
作
業
、
養

鶏
、
魚
の
養
殖
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
働
く
お
よ
そ
八
〇
〇
〇
人
の
S 

S
（
ヒ
ト
ラ
ー
の
親
衛
隊
、

S
chutzstaffel

）
の
食
料
生
産
に
携
わ
っ
て
い
た
（
図
2
）。

図
1　

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
中
心
街
を
望
む（
筆
者
撮
影
）

地
図
1　

‌�

一
九
四
四
年
夏
の
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ（
出
典
：
中
谷
二
〇
一
一
、一
二
〇
―

一
二
一
頁
）
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第1部
体験の非共有性はいかに乗り越えられるか

第2章
開いた傷口に向き合う

一
緒
に
人
骨
の
小
片
が
外
に
出
て
く
る
。
春
に
な

る
と
野
花
が
咲
き
み
だ
れ
、
こ
の
地
は
綺
麗
な
花

で
覆
わ
れ
る
。
そ
し
て
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
に
は
鹿
の
群

れ
が
住
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
は
美
し
い
生
の
矛
盾

が
認
め
ら
れ
る
の
（
二
〇
一
四
年
一
一
月
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
よ
り
）。

か
つ
て
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
（
第
二
収
容
所
）
で
は
四
台
あ

る
焼
却
炉
が
フ
ル
稼
働
し
て
毎
日
、
数
百
の
死
体
を
焼

い
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
煙
突
か
ら
大
量
の
灰
が
降
り
そ

そ
い
で
い
た
。
死
体
を
焼
く
に
お
い
も
耐
え
ら
れ
な

か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
る
で
工
場
か
何
か
の
よ

う
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
死
を
大
量
か
つ
迅
速
に
「
生
産
」
し

た
の
で
あ
る
。
人
間
の
死
を
人
間
の
死
た
ら
し
め
て
い

る
よ
う
な
喪
の
作
業
が
そ
こ
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
特
定
の
、
神
話
化
さ
れ
た
人
種
（
ア
ー
リ
ア

人
種
）
の
純
粋
性
を
守
る
た
め
、
他
者
を
排
除
し
殺
害

す
る
と
い
う
優
生
思
想
に
加
え
、
大
量
か
つ
迅
速
に
死

を
生
産
す
る
と
い
う
効
率
性
に
お
い
て
も
、
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
は
近
代
の
所
産
だ
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
過

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
、
ひ
と
つ
の
貨
車
に
数
百
人
が
押
し
込
ま
れ
、
長
時
間
か
け
て
収
容
所
へ
と
移
送
さ
れ

た
。
収
容
所
の
荷
役
ホ
ー
ム
（R

am
p

）
に
着
く
と
、
貨
車
の
入
り
口
が
開
け
ら
れ
、
移
送
中
に
死
ん
だ
ユ
ダ
ヤ
人
の
遺
体

が
運
び
お
ろ
さ
れ
る
。
さ
ら
に
自
力
で
歩
け
な
い
者
が
殺
害
さ
れ
、
歩
け
て
も
労
働
に
適
さ
な
い
と
み
な
さ
れ
た
老
人
、
女

性
、
子
ど
も
た
ち
、
病
弱
な
者
は
そ
の
ま
ま
ガ
ス
室
へ
と
誘
導
さ
れ
、
遺
体
は
隣
接
す
る
焼
却
炉
に
運
ば
れ
焼
か
れ
た
。
ア

ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
は
、
貨
車
か
ら
降
ろ
さ
れ
て
直
接
ガ
ス
室
に
送
ら
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
は
四
人
に
三
人
の
割
合
だ
っ
た
。

収
容
所
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
ソ
ビ
エ
ト
兵
の
捕
虜
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
政
治
犯）

4
（

、
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
（
ジ
プ
シ
ー
）
な
ど

が
収
容
さ
れ
、
組
織
的
に
殺
害
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
数
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
る
が
博
物
館
で
は
、
お
よ
そ
一
一
〇
万
人

が
犠
牲
と
な
っ
た
と
み
な
し
て
い
る）

5
（

。
こ
の
う
ち
、
非
ユ
ダ
ヤ
人
は
一
〇
万
人
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
で

は
お
よ
そ
六
〇
〇
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
虐
殺
さ
れ
て
い
る
。

一
九
四
五
年
一
月
末
に
、
ソ
連
軍
の
侵
攻
に
よ
っ
て
収
容
所
が
解
放
さ
れ
る
。
ソ
連
軍
と
の
戦
闘
を
避
け
る
た
め
、
こ
の

直
前
に
、
五
万
人
の
人
び
と
が
ド
イ
ツ
本
国
へ
と
移
動
を
強
い
ら
れ
た
。
こ
の
移
動
は
、
後
に
「
死
の
マ
ー
チ
」
と
名
づ
け

ら
れ
、
多
く
の
被
害
者
が
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
収
容
所
に
残
さ
れ
て
い
た
の
は
、
行
軍
に
適
さ
な
い
と
み
な
さ
れ
た
人
び

と
で
、
そ
の
数
は
お
よ
そ
七
〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た
。

世
界
遺
産

こ
こ
で
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
出
会
っ
た
修
道
女
マ
リ
ー
・
オ
サ
リ
ヴ
ァ
ン
（
七
〇
代
、
後
述
）
の
語
り
を
紹
介
し
よ
う
。

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
人
骨
を
燃
や
し
た
後
の
灰
が
そ
こ
か
し
こ
に
層
を
な
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
こ
は
聖
な
る
土

地
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
わ
た
し
た
ち
は
灰
の
上
を
歩
い
て
い
る
の
よ
。（
中
略
）
人
間
を
焼
い
た
灰
は
、
表
面
の

す
ぐ
下
に
積
も
っ
て
い
る
。
モ
グ
ラ
っ
て
い
う
小
動
物
が
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
が
土
を
掘
り
返
す
と
、
今
で
も
土
と
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